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　運動会を終えた子どもたちは、秋の自然を探しに散歩に出かけます。そして見つけたどんぐ

りやじゅず玉、竹などを使って色んなおもちゃを作って遊ぶ活動に入ります。のこぎりやキリ

などの道具も使います。自分たちで作ったおもちゃで夢中になって遊ぶ子どもたちです。

　１１月３０日に行われたバザーでは、子どもたちが作ったおもちゃが並ぶデパートや、子ど

もたちが考えたゲームで遊べるゲームランドごっこをします。４歳児と５歳児がお店やさんに

なって活動します。お父さんやお母さん、家族のみんなが１０円でおもちゃを買ってくれたり

ゲームもしてくれます。保育園の子どもたちもお目当てのおもちゃをいっぱい買ってゲームを

楽しみ、今年も大盛況のうちにバザーが終わりました。

あけぼの保育園の近辺には、自然が豊富にあります。豊かな自然や生活の中から教材を見つけ

て指先を使い、よく考える活動の中で、子どもの感性を豊かに育てていきたいと思っています。

１０月２９日に、山田小学校で「高知県学校図書館教育研究大会（香美香南大会）」が行われました。本

研究大会は、本校が今年度、高知県教育委員会小中学校課指定事業「言語能力・情報活用能力育成プラン拠

点校事業」の公開授業研究会と合わせて行われたものです。変化の激しい社会の中で、必要な情報を判断し、

多様な人々と協働しながら問題を発見し解決していくためには、学習の基盤である言語能力や情報活用能力

のさらなる育成が求められています。今年度、山田小学校は創立１５０周年を迎えましたが、約半世紀以上

にわたって継続してきた「図書館教育」の実践研究と重ね合わせながら研究授業を行いました。

　近年、障害のある人もない人も、お互いにその人らしさを認め合い

ながら、ともに生きる社会の実現に向けた取組が社会全体で進んでい

ます。

　山田小学校も、高知県教育委員会特別支援教育課より本事業の指定

を受けて、子どもたちの多様性に対応する質の高い教育の充実に向け

て、通常学級に在籍する子どもたちの実態を把握して授業づくりや合

理的配慮の工夫を行ったり、校内支援体制を充実させたりするための

実践研究を行っております。

１１月２０日には、３年Ｂ組が「算数科（重さをはかって表そう）」

の研究授業を行いました。授業後は、一人一人の実態やニーズに合わ

せて、個別目標や活動への支援を考え、集団への指導と個に応じた指

導を両輪で実践する際の理論や視点などについて、大学教員や県教委

指導主事より指導・助言をいただきました。

▲【２年C組　国語科】　

「どうぶつカード」を作ろう

▲【１年A組　生活科】

たのしい　あき　いっぱい
▲【授業分科会の様子】

◀左【ふれあい２組　自立活動】

その場に合ったふわふわことばを

つかおう！

◀右【５年A組　国語科】

物語のおもしろさを解説しよう

（注文の多い料理店）
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